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詔長期の非行時足庇圧の研究の一環として,ど

ドスコープを用いて足底接地部位の観察を行い,

ビデオテープレコーダーに記録 して接地時間の解

析を試みた｡

実験に用いたサルは,アカゲザル (地 caca

mulatta )であり,詔長類研究所形態基礎部門

の実験用歩行路を使用して実験を行った｡歩行路

は幅約50cm,長さ約390mで,一端からサルを追

い,Zi;･行路中央に設置したピドスコープで観察を

行ったO

比較的ゆっくりとしたZl;･行時の祝祭から,前肢

の足底接地部位は,いわゆる飢行ではなく,中手

骨々頭部より指の末端に至るまでを4指を平行に

して付け,ピドスコープ面上がガラスであるため

脱糞などの際は滑らぬように指先に力を入れたよ

うな形で,中手骨々頭部と各指の末節部を接地す

る状態となる｡また,平行にした4指の向きは,

ゆっくりとした状態での歩行時にはほほ進行方向

に平行であるが,状況に応じて,進行方向に対し

て約60度程外転させて接地する場合もみられた｡

後肢に関しては,記録が不充分で例数が少なく

定かではないが,比較的ゆっくりとした歩行時に

は,鍾骨部および中足骨々頭部から各指の末端ま

でを接地 し,鍾骨部はすぐに離地させる｡前肢 ･

後肢とも左右差はみられなかった｡

これらの結果から,前肢 ･後肢の接地部位の相

似性および中手骨 ･中足骨々頭部の接地圧の重要

性などが指摘された｡

ニホンザルにおけるリーダーシップ行動の群れ

問の比較

乗越砥司(上智大 ･理工 )

ニホンザルにおける1)-ダーシップ行動のtrfれ

間の追いが餌づけ柴田である嵐山AおよびB桝と

純野生群の木田S酢において比較 ･分析された｡

1972年に釆国テキサス州に雄団移任した侃山A

刑では,1983年2月～3月に調査されたff料が比

較のため利用された｡この耶れのaオスは,調査

当時約リーダー死亡後3カ月過 ぎ,13才の壮年個

体であった｡地山B刑のaオス,Kl68は,前 .)

-ダー,M･69の失跡後4咋過 ぎ,22才の老咋個

体であり,この間に一皮放ヵ月間姿を糾した｡こ

の2つの群れは,200頭以上の大旧作故を擁し,

全偶作識別下にあろ｡一方,木MS結いま.100頭

前後であるが,正碓な個休m別はまだできていな

い｡調矧 ま,塩山B拝羊では,1985咋2Jl～3月の

20日間,木田S群では,布%T:茄の時糊である5月

と秋の柿の実の時期である12月の延15EIF和行われ

た｡結果は次の通 りである｡

嵐山A群のαオスは,とりしまり行動や耶れ防

縮 ･警戒行動を非常に積極的に行ったが,彼の行

う群れ遊牧の誘導に対しては他の個体があまり多

く従わなかった｡一万,塩山B群では,上に述べ

たリーダーの役割をほとんど行わなかった｡水門

では,人家近くの柿を企ペに来るサルに対して牡

煙火システム等のいわゆるtlはu''防止活動占耶

極的に行われている｡これに対して,サルはlIR感

に群れの瞥戒をし,人間との強い緊張IR腺 にある｡

調査期間中に概黙されたこれらの耶戒反応から,

リーダーシップ行動を行う個体はaオスの他放流

の中心部オスであり,メスや子供たちは近くにい

るそれらのオスにつき従っていた｡

リーダーシップ行動の群れ問のちがいは,咋令

や個体の履歴など多 くの要因がかかわっているが,

嵐山B酢のように,I)-ダーシップ行動が少なく

て も,T作れ円の統制が十分にとれており,争いが

特に多 くなることはなかった｡

3.研 究 会

二ホンザルの種の実態と保存方法の研究

3咋継続した共同研究深皿 lの妃終年に当たり,

これまでの成果を総括し,将来への好守主を試みる

ため,12月18日,14日の両日詔技UI研死所におい

て研兜会を閃怖した｡来会者は所内を含め約25名.

会の次耶 ･発衣者 ･出目は以下のとおりである｡

耶l部 ニホンザルの現況ならびにその間斑点

A.野掠公苑について

座長 和田一雄 (訳大 ･uiy)f)

1.嵐山における野招公苑 と環境関越
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